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カリキュラム

動物科学科の学び 産業動物や実験動物を介して動物の生命活動を深く理解し、
人の暮らしに貢献できる人材を養成します。

産業・実験動物を中心として、
動物科学に必要な知識を学びます。

専門分野の講義・実習で、
動物科学を体系的に学びます。

研究室を選択して、
専門分野を深めていきます。

動物科学の発展や問題解決に
寄与する卒業論文を作成します。

必修科目

選択科目
第一類

選択科目
第二類

選択科目
第三類

選択科目
外国語

1年次 2 年次 3 年次 4 年次

English ReadingⅡ
English CommunicationⅠ
仏語
独語

中国語 English CommunicationⅡ
English Proficiency Tests

　動物科学科では講義で動物科学の知識を
身につけ、その知識を基に実習を行います。学
内施設を利用した実習に加え、動物園や国内
外の民間牧場などで学外実習を行い、現場で
体を動かし、思考することにより知識の再確認
と技術を身につけます。学問分野は生産、加
工、流通、経営からバイオテクノロジー分野まで
幅広い分野にわたります。産業動物や実験動
物を介して動物の生命活動を深く理解し、人
の暮らしに貢献できる視野を獲得します。

　動物科学科での開講科目に加えて特別講
習を受けて得られる資格として家畜人工授精
師、資格試験合格のため猛特訓が行われる実
験動物一級技術者、バイオ技術者があり、資
格獲得のための万全なバックアップ体制を整
えています。また、学科独自のキャリア指導とし
て国家公務員・地方公務員試験対策のため
の公務員ゼミがあり、その成果は毎年の公務
員合格者輩出実績としてあらわれています。

講義から実習へ、かつ社会の
要請に応えるカリキュラム。

公務員対策から
各種資格まで。

　専門科目や研究室の学問領域は、畜産資
源科学・応用動物科学・動物社会科学の３つ
に分けられます。畜産資源科学では動物繁殖
学、動物栄養学、動物育種学などの動物生
産・飼育管理に関する科目を中心に、応用動
物科学では実験動物学、動物発生工学などの
動物生理・分子生物学に関する科目を中心
に、動物社会科学では動物産業経営学、人間
動物関係論などの社会科学領域に関する科
目を中心に動物を科学的に探究していきます。

３つの領域から学ぶ
動物科学。

English Listening
English ReadingⅠ

動物栄養学
動物繁殖学
農業資源経済学
動物育種学
飼養学
動物管理学

動物微生物学
動物飼育管理実習
動物産業経営学
専門英語

卒業論文動物資源科学概論
人間動物関係論
農業経営経済原論
動物生体機構学
基礎実験動物学
フレッシュ・ゼミ
基礎生化学
基礎生理学

PCソフトウェア実習Ⅰ
PCソフトウェア実習Ⅱ
スポーツ実技
動物生体機構学実習

動物科学学外実習Ⅰ
人間動物関係論実習
農場実習
財務・会計演習
国際交流実習
基礎分析化学実習

スポーツ野外活動
動物科学学外実習Ⅱ
飼養学実習
動物生化学実習
動物繁殖学実習
実験動物学実習
動物育種学実習
分子生理学実習
動物防疫学実習

畜産経営調査実習
文献ゼミ
食料・農業・農村調査実習
畜産物利用学実習

野生動物学概論
コンパニオンアニマル論
動物福祉・倫理学
有機農業論
乳・肉用家畜論

数学Ⅰ
数学Ⅱ
生物学Ⅰ
生物学Ⅱ
化学Ⅰ
化学Ⅱ

物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
国語表現法
国文学
経済学

有機化学
化学実験
生物学実験
歴史学
心理学

哲学 法学

学びのポイント

生物統計学
畜産施設論
応用生化学
動物遺伝学
地域環境保全論
健康科学
内分泌学
動物生殖機能学
生体防御学
応用実験動物学

卒業論文入門
総合文化講座

キャリア形成支援講座
農業政策論
草地学
動物遺伝子工学
動物発生工学
動物薬理学
食品衛生学概論
農村社会学
動物生産システム論
畜産物利用学
飼料利用学
鳥類家禽論
動物防疫学

卒業後の進路
活躍の場は、動物関連産業、動物関連サービス業、医薬品、
飼料関連などさまざま。人間の医療に関わる職種に就く卒業生もいます。

DATA

主な就職･進学先

■食料品関連企業：伊藤ハム／プリマハム／キユーピー／
銀座コージーコーナー／なとり／イセ食品／ JA 全農たまご／
日本マクドナルド／ドギーマンハヤシ／スターゼン／森永乳業
／いなば食品／昭和産業
■産業動物関連産業：伊藤忠飼料／フィード・ワン／森永
酪農販売／野澤組／日清丸紅飼料／京都動物検査セン
ター／ノーザンファーム／埼玉種畜牧場／ブライトピック千
葉／瑞穂農場／成田ゆめ牧場／境野養鶏
■農業・畜産関連団体 / 独立行政法人 / 特殊法人等：農
林水産消費安全技術センター（FAMIC）／全国農業共済協
会／全国農業協同組合連合会／ＪＡ東京みらい／ＪＡ東京
あおば／千葉北部酪農農協／釧路丹頂農協／中央酪農
会議／日本食肉格付協会／ホクレン農業協同組合連合会
■展示・家庭動物関連産業：横浜市緑の協会（野毛山動物
園）／東京動物園協会／横浜・八景島シーパラダイス／乗馬
クラブクレイン／南が丘牧場／アワーズ／アニコム損害保険
■化学・医薬品関連企業：森久保薬品／塩野義製薬／中
外製薬／あすか製薬／昭和産業／小野薬品工業／東亜薬
品工業／エスアールディ／医療システム研究所／旭化成
ファーマ／日本全薬工業／新日本科学／シミック／持田製薬
■実験動物関連産業：日本クレア／ジェー・エー・シー／
ケー・エー・シー／日本チャールス・リバー／九動
■検査・分析機関：ビー・エム・エル／富士フイルムモノリス
／日本食品分析センター
■医療機関：レディースクリニック等の胚培養士
■公務員（国家・地方）/ 教員：農林水産省／東京都食品
衛生監視員／茨城県、千葉県等畜産系技術職員／中央
大学附属中学校・高等学校／熊谷農業高校／東京都等
理科及び農業中高教員／国立研究開発法人農業・食品
産業技術総合研究機構
■教育関連団体：獨協医科大学埼玉医療センター／東京
女子医科大学病院／ヤマザキ学園
■その他の業種：三井物産／栃木銀行／積水ハウス／日
本事務器／ヤマト科学
■大学院進学：本学大学院／東京大学／東京農工大学
／北海道大学／東北大学／信州大学／東京医科歯科大
学／広島大学／名古屋大学などの各大学院

2018 年度就職・進学先別グラフ

※1 所定の単位が必要です。学芸員課程については
実習等授業実施の都合上、受講人数に限りがあります。
受講希望者が定員より多い場合、
指定した方法で選抜を行う場合があります。

※2 講習会受講が必要です。
※3 受験資格
※4 教職課程と学芸員課程の両方を受講することはできません。

取得できる資格

・高等学校教諭一種免許状（理科・農業）※1※4

・中学校教諭一種免許状（理科）※1※4

・国家公務員※３

・地方公務員※３

・実験動物一級技術者※３

・バイオ技術者（中級・上級）※３

・家畜人工授精師※1 ※２

・食品衛生監視員※１

・食品衛生管理者※１

・環境衛生監視員
・飼料製造管理者
・食鳥処理衛生管理者
・学芸員※1 ※4

食料品の製造加工／品質管理・商品開発・販売等に携わります。

食料品関連企業

農業関連団体において、食料の生産／販売／事務・営業・技術普及活動等に関わる仕事を
します。

農業・畜産関連団体 / 独立行政法人 / 特殊法人等

食品や化学薬品の品質／安全性検査等の仕事に携わります。

検査・分析機関

現在、インドゾウの展示・飼育管理などを担当しています。大学で学ん
だ動物の繁殖学や生理学は、ゾウの繁殖を目指すうえでとても役立っ
ています。動物相手の仕事とはいえ、飼育・管理するのはあくまでも
人。学生時代に培った人と人とのつながりの大切さは、今の仕事にも
通じるものだと思います。

担当するゾウの繁殖を目指し
動物園をもっと素敵な場所に。
2005年卒業 公益財団法人横浜市緑の協会 よこはま動物園ズーラシア勤務

藤澤加悦

動物園や観光牧場などにおいて、展示動物の飼育・管理等に関わる仕事をします。

展示・家庭動物関連産業

動物実験技術支援業務／実験動物生産・供給等の仕事に携わります。

実験動物関連産業

医療用医薬品の適正使用情報の提供、有害事象・品質情報の収
集、市販後調査の促進など、病院市場を中心に多くの医療関係者に
社品を理解してもらい、医師に処方していただく仕事に携わっていま
す。医療関係者と日々接する仕事ですが、その先には薬を処方される
患者がいることをつねに意識して取り組んでいます。

正確・迅速な情報提供で
患者を幸せにしたい。
1986 年卒業　第一三共株式会社勤務

工藤賢司

化学薬品、製薬、動物薬などの研究開発・製造・品質管理・安全性検査・販売等に関わる仕
事をします。

化学・医薬品関連企業

本社業務課に勤務し、入社から5年目までは飼料の配合設計を担当、
現在は配合飼料の価格の試算や業務課内の収支管理を行っていま
す。配合設計とは、営業から畜産農家の要望を聞き取り、工場と相談
しながら飼料の配合内容を設定する仕事です。畜産の勉強をしてい
たので、馴染みのある専門用語も多く戸惑わずに済みました。

畜産農家にとって重要な飼料を
要望に応じて適切に配合します。
2010 年卒業　JA 東日本くみあい飼料株式会社勤務

坂本大武

産業動物の生産・流通・販売等に関わる仕事をします。

産業動物関連産業

先輩が活躍している分野

就職

進学
7.9%

その他の
業種
21.3%

研究・検査
分析機関
20.2%

食品
11.2%

展示・家庭動物
関連産業  
3.4%

産業動物
関連産業
6.7%

化学・医薬品
1.1%

地方公務員
1.1%

農業関係
団体
6.7%

卸・小売 
14.6%

医療機関 
3.4%

国家公務員 
2.2%

36 37

（R3）




